
一
． 

中
国
に
お
け
る
農
業
に
起
因

す
る
汚
染
の
現
状

　

新
中
国
成
立
以
来
、
中
国
政
府
は
一

貫
し
て
食
料
安
全
保
障
を
重
要
な
国
家

目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
世
界
の
注
目
に

値
す
る
成
功
を
収
め
た
。
一
九
七
〇
年

代
以
降
、
中
国
の
食
糧
生
産
の
速
度
は

人
口
増
加
の
そ
れ
を
常
に
上
回
っ
て
き

た
。
一
九
七
八
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の

間
、
一
人
当
た
り
食
糧
生
産
量
は
三

〇
％
増
加
し
、
低
価
格
な
食
糧
が
人
々

の
最
低
限
の
食
欲
を
満
た
し
た
だ
け
で

は
な
く
、
十
分
な
食
糧
供
給
に
よ
り
栄

養
状
態
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
過
去

二
〇
年
に
中
国
人
の
タ
ン
パ
ク
質
総
摂

取
量
お
よ
び
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
摂
取

量
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
、
一
〇
〇
％
増

加
し
た
（
参
考
文
献
④
）。

　

た
だ
し
、
輝
か
し
い
成
果
の
裏
に
は

莫
大
な
環
境
へ
の
代
償
が
あ
り
、
農
業

の
持
続
性
は
根
本
か
ら
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
公
表
さ
れ
た

「
第
一
回
中
国
汚
染
源
セ
ン
サ
ス
」
の

結
果
に
よ
れ
ば
、
三
つ
の
主
要
な
汚
染

源
で
あ
る
工
業
、
農
業
、
生
活
部
門
の

う
ち
農
業
由
来
の
汚
染
排
出
量
は
比
較

的
多
く
（
主
に
窒
素
と
リ
ン
）、
農
業

は
す
で
に
無
視
で
き
な
い
主
要
な
汚
染

源
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
表
1
）。
関
連
す
る
研
究
成
果
に
よ
れ

ば
、
太
湖
の
富
栄
養
化
の
原
因
の
う
ち

農
業
由
来
の
窒
素
、
リ
ン
成
分
の
寄
与

率
は
そ
れ
ぞ

れ
五
五
％
、

二
八
％
に
達

し
て
い
る
と

い
う
（
参
考

文
献
②
）。

　

農
業
汚
染

と
工
業
汚
染

の
違
い
は
、

工
業
に
お
い

て
は
点
源
汚

染
が
、
農
業

で
は
面
源

（
非
点
源
）

汚
染
が
主
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

点
源
汚
染
は
汚
染
源
が
比
較
的
集
中
・

固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
特
定
可
能
で
あ

り
、
比
較
的
容
易
に
規
制
的
手
段
に

よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
面
源
汚
染
は
汚
染
物
質
の

排
出
期
間
や
位
置
が
固
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
汚
染
物
質
は
不
定
期
に
、
分
散
し

た
地
点
か
ら
か
少
し
ず
つ
水
系
、土
壌
、

大
気
中
に
流
入
す
る
。
点
源
汚
染
に
比

べ
て
農
業
面
源
汚
染
の
空
間
的
広
が
り

は
大
き
く
、
環
境
や
気
候
の
影
響
を
受

け
や
す
い
た
め
、
汚
染
物
質
お
よ
び
汚

染
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
政
策
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
の
が
容
易
で
は
な
い
。

　

農
業
汚
染
は
農
業
生
産
活
動
が
環
境

に
対
し
て
一
定
の
負
の
影
響
を
も
た
ら

す
現
象
で
あ
り
、
技
術
的
な
要
因
と
同

時
に
、
農
業
経
済
政
策
お
よ
び
経
済
活

動
の
外
部
性
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ

る
。
例
え
ば
、
化
学
肥
料
へ
の
不
適
切

な
補
助
政
策
は
農
家
に
よ
る
化
学
肥
料

の
過
剰
投
入
を
促
し
、
結
果
的
に
窒
素

や
リ
ン
の
環
境
中
へ
の
流
出
を
招
き
、

汚
染
を
発
生
さ
せ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
農
家
に
適
切
な
施
肥
技
術
を
指
導

す
る
有
効
な
農
業
技
術
普
及
シ
ス
テ
ム

が
欠
如
す
れ
ば
、
肥
料
の
利
用
効
率
低

下
の
重
要
な
原
因
と
な
り
得
る
。
先
行

研
究
に
よ
れ
ば
、
農
家
へ
の
研
修
と
技

術
指
導
員
に
よ
る
積
極
的
な
技
術
指
導

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明

ら
か
に
肥
料
投
入
量
を
減
少
さ
せ
、
同

時
に
安
定
的
な
食
糧
生
産
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
農
業
生
産
性
の
高
い

地
域
に
お
い
て
作
物
の
肥
培
管
理
が
う

ま
く
行
わ
れ
れ
ば
、
水
稲
へ
の
施
肥
量

を
現
状
か
ら
三
割
減
少
さ
せ
た
と
し
て

も
十
分
現
状
の
レ
ベ
ル
の
単
収
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
研
究
も
あ

る
（
参
考
文
献
⑦
）。
こ
の
よ
う
に
、

多
く
の
方
法
で
窒
素
の
過
剰
投
入
を
減

少
さ
せ
、
肥
料
の
利
用
効
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

中
国
政
府
は
制
度
改
革
、
関
連
政
策

の
実
施
と
技
術
普
及
に
加
え
、
農
家
の

啓
蒙
に
よ
り
化
学
肥
料
や
農
薬
の
過
剰

投
入
を
減
少
さ
せ
、
面
源
汚
染
を
防
止

し
農
業
の
持
続
的
発
展
を
促
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
徐
々
に
認
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
「
水
汚
染
法
」

の
改
正
に
よ
り
農
業
面
源
汚
染
対
策
が

法
制
度
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

ま
た
、「
循
環
経
済
促
進
法
」
の
公
布

表1　中国における農業面源汚染の重要性
（万トン）

主要な汚染物質の
流出量

農業に
由来するもの

工業に
由来するもの

生活排水に
由来するもの

COD 1324.1 3145.4 1108.1

総窒素 270.5 201.7 351.4

総リン 28.5 ― 13.8

（出所）参考文献⑤より筆者作成。

中国農業の持続可能性
特 集

中
国
に
お
け
る
循
環
型
経
済
政
策
と

農
業
の
持
続
的
発
展
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に
よ
り
資
源
節
約
型
、
環
境
保
全
型
の

農
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
時
に
一
連
の
具
体
的
な
措
置
、
例
え

ば
「
測
土
配
方
工
程
」（
訳
者
注
：
土

壌
診
断
に
基
づ
く
適
切
な
施
肥
技
術
指

導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
よ
る
無
料
の
農

業
技
術
普
及
サ
ー
ビ
ス
等
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

二
．�

中
国
に
お
け
る
循
環
型
経
済
と
農

業
の
持
続
的
発
展
―
政
策
の
変
遷

　

国
連
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
「
開

発
と
環
境
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
」
に

よ
っ
て
、「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い

う
概
念
と
原
則
が
打
ち
出
さ
れ
て
以

来
、
中
国
は
積
極
的
に
国
際
的
な
公
約

を
履
行
す
べ
く
持
続
可
能
な
発
展
戦
略

を
実
施
し
て
き
た
。
一
九
九
二
年
に
中

国
政
府
は「
環
境
と
開
発
の
十
大
対
策
」

を
発
表
し
、
伝
統
的
な
開
発
戦
略
か
ら

持
続
可
能
な
開
発
へ
の
転
換
を
強
調
し

た
。
同
時
に
、
農
林
業
分
野
に
お
い
て

は
環
境
保
全
型
農
業
の
普
及
、
植
林
、

生
物
多
様
性
の
保
護
を
打
ち
出
し
た
。

一
九
九
四
年
、
中
国
政
府
は
地
球
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
開
発
と
環
境

保
全
の
両
立
」
を
謳
っ
た
「
ア
ジ
ェ
ン

ダ
21
」
に
な
ら
い
、
中
国
版
「
ア
ジ
ェ

ン
ダ
21
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
行
動
計

画
は
持
続
可
能
な
国
家
発
展
戦
略
を
明

確
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な

か
で
政
府
は
国
民
経
済
に
お
け
る
農
業

の
基
本
的
な
重
要
性
を
強
調
し
、
農
業

と
農
村
の
持
続
的
発
展
こ
そ
が
中
国
全

体
の
経
済
発
展
の
基
礎
と
な
り
優
先
す

べ
き
領
域
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
先
進
国
に
お

い
て
循
環
型
経
済
が
持
続
的
な
開
発
戦

略
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
道
筋
と

認
識
さ
れ
、国
際
的
な
潮
流
と
な
っ
た
。

中
国
は
比
較
的
早
い
時
期
に
循
環
型
経

済
を
推
進
し
た
国
家
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
国
内
の
法
制
度
に
お
い
て
ク
リ
ー

ナ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、

企
業
に
よ
る
汚
染
行
為
を
規
制
し
、
資

源
利
用
の
節
約
と
総
合
利
用
を
推
し
進

め
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
政
府
は
都

市
、
地
域
、
国
家
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い

て
循
環
型
経
済
を
発
展
さ
せ
、「
減
量

化
、
再
利
用
、
資
源
化
」
の
三
原
則
に

基
づ
い
て
資
源
節
約
型
、
環
境
保
全
型

社
会
の
建
設
を
進
め
て
い
く
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
翌
年
政
府
は
「
全
国
の
農

業
・
農
村
経
済
発
展
に
関
す
る
第
一
一

次
五
カ
年
計
画
」
の
な
か
で
、
農
業
の

成
長
モ
デ
ル
を
改
革
し
、資
源
節
約
型
・

環
境
保
全
型
農
業
を
創
造
し
、
農
村
に

メ
タ
ン
ガ
ス
利
用
を
普
及
さ
せ
る
な
ど

循
環
型
経
済
と
自
然
環
境
保
全
を
推
進

す
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
。
二
〇
〇

八
年
の
「
水
汚
染
防
止
法
（
修
正
）」

で
は
、
農
業
面
源
汚
染
の
防
止
お
よ
び

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
正
式
に
法
制
度
の
な

か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
同
年
公
布
さ

れ
た
「
循
環
経
済
促
進
法
」
は
、
各
政

府
部
門
に
対
し
農
業
生
産
者
が
節
水
技

術
、
施
肥
と
農
薬
散
布
量
の
節
約
等
の

先
進
的
な
生
産
技
術
を
導
入
す
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
必
要
な
支
援
を
行

う
こ
と
、
環
境
保
全
型
農
業
の
発
展
を

優
先
課
題
と
し
農
業
廃
棄
物
（
麦
・
稲

ワ
ラ
、
畜
産
排
せ
つ
物
等
）
の
総
合
的

利
用
を
推
進
す
る
よ
う
定
め
た
。
二
〇

一
一
年
、
政
府
は
都
市
と
農
村
の
一
体

的
発
展
を
目
指
し
、
工
業
化
と
都
市
化

局
面
に
お
い
て
同
時
に
農
業
の
現
代
化

を
図
り
、
社
会
主
義
新
農
村
建
設
を
速

や
か
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、
農
村
の
基
礎
イ
ン
フ

ラ
建
設
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、
農

村
電
化
、安
全
な
飲
用
水
供
給
の
確
保
、

道
路
や
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
施
設
の
整

備
、「
危
房
」（
訳
者
注
：
安
全
性
の
低

い
家
屋
の
総
称
）
の
改
修
、「
農
村
清

潔
工
程
」（
農
村
環
境
改
善
事
業
）
の

実
施
を
通
し
た
農
村
環
境
の
総
合
的
な

向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

三
．�

近
年
の
持
続
的
農
業
に
関
す
る

主
要
な
施
策

　

長
年
に
わ
た
り
中
国
政
府
は
試
験
場

や
モ
デ
ル
地
区
の
設
立
、
普
及
事
業
、

財
政
的
な
補
助
金
、
政
府
や
技
術
員
に

よ
る
農
家
へ
の
指
導
等
に
よ
り
「
測
土

配
方
施
肥
工
程
」、
農
業
廃
棄
物
を
利

用
し
た
畜
産
や
「
保
護
性
耕
作
技
術
」

（
訳
者
注
：
環
境
が
脆
弱
な
地
域
に
お

い
て
有
効
な
環
境
保
全
型
農
業
生
産
技

術
）
の
普
及
、「
沃
土
工
程
」（
地
力
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、「
農
村
清
潔
工

程
」、「
沼
気
建
設
」（
メ
タ
ン
ガ
ス
発

酵
施
設
建
設
）
等
を
実
施
し
、
農
業
生

産
段
階
に
お
け
る
環
境
保
全
型
の
生
産

技
術
の
普
及
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
で

は
、「
沃
土
工
程
」、「
測
土
配
方
施
肥

工
程
」、「
農
村
清
潔
工
程
」
の
政
策
趣

旨
、
内
容
、
実
施
の
効
果
と
直
面
す
る

問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
（
表
2
）。

⑴�「
沃
土
工
程
」―
地
力
の
向
上
に
関
す

る
施
策

　
「
沃
土
工
程
」
の
趣
旨
は
適
切
な
肥

培
管
理
に
よ
る
地
力
の
向
上
で
あ
り
、

農
地
の
生
産
能
力
の
持
続
性
を
高
め
、

安
定
的
な
生
産
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
主
要
な
内
容
は
、
低
〜
中
度
の

生
産
性
の
農
地
の
地
力
を
高
め
、
土
壌

診
断
を
行
う
た
め
の
体
制
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
沃

土
工
程
」
は
一
九
九
〇
年
代
に
始
ま
っ

た
が
、
近
年
中
央
政
府
は
土
壌
中
の
有

機
質
を
高
め
る
た
め
の
補
助
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
モ
デ
ル
地
域
を
拡
大
し
て
い

る
。
モ
デ
ル
地
域
で
は
有
機
肥
料
と
液

肥
の
併
用
、
緑
肥
の
利
用
、
麦
・
稲
ワ

ラ
の
農
地
へ
の
鋤
込
み
と
自
家
製
堆
肥

の
施
用
を
推
進
し
て
お
り
、
土
壌
中
の

有
機
分
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

参
考
文
献
①
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
六
〜
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一
〇
年
の
「
沃
土
工
程
」
に
よ
る
各
種

技
術
実
施
面
積
は
四
三
二
〇
万
ム
ー

（
約
二
八
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
及
び
、

実
施
の
結
果
一
ム
ー
当
た
り
生
産
量
が

平
均
一
〇
〜
一
五
％
増
加
し
、
八
〇
〜

一
三
七
元
分
の
コ
ス
ト
節
約
が
可
能
と

な
っ
た
。「
沃
土
工
程
」
は
全
国
の
「
土

壌
有
機
質
提
昇
補
貼
」（
土
壌
中
の
有

機
物
質
向
上
の
た
め
の
補
助
政
策
）
お

よ
び
「
測
土
配
方
工
程
」
実
施
の
た
め

の
強
力
な
技
術
的
基
盤
を
提
供
し
た
。

同
時
に
土
壌
の
劣
化
を
防
ぎ
、
資
源
の

適
切
な
配
置
を
促
進
す
る
こ
と
で
農
地

の
収
奪
的
利
用
と
肥
料
資
源
の
非
合
理

的
な
利
用
に
よ
る
環
境
悪
化
を
軽
減
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
力
回
復
と
環
境

保
全
と
い
う
二
つ
の
目
標
を
同
時
に
達

成
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑵�「
測
土
配
方
工
程
」―
施
肥
効
率
の
向

上
施
策

　
「
測
土
配
方
工
程
」
の
政
策
趣
旨
は
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
施
肥
を
行
う

こ
と
で
肥
料
の
利
用
効
率
を
向
上
さ

せ
、
面
源
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
政
策
は
一
九
七
九
年
に
始

ま
っ
た
。
一
九
九
三
年
ま
で
に
全
国
の

一
八
〇
〇
以
上
の
県
で
施
肥
技
術
の
試

験
や
普
及
が
行
わ
れ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
に
「
測
土
配
方
工
程
」

は
単
な
る
技
術
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ひ
と
つ
か
ら
政
策
へ
と
格
上
げ
さ
れ

た
。
こ
の
変
化
の
直
接
的
な
原
因
は
化

学
肥
料
の
値
上
が
り
に
あ
る
。
二
〇
〇

四
年
、
化
学
肥
料
の
価
格
が
高
騰
し
、

農
家
に
よ
る
化
学
肥
料
へ
の
支
出
総
額

が
六
五
〇
億
元
増
加
す
る
と
と
も
に
、

中
央
政
府
に
よ
る
直
接
補
助
額
も
三
〇

〇
億
元
に
達
し
た
。
化
学
肥
料
の
値
上

が
り
に
よ
り
、
食
糧
作
付
補
助
金
に
よ

る
農
家
の
食
糧
生
産
に
対
す
る
動
機
付

け
効
果
は
著
し
く
低
下
し
た
。
仮
に
適

切
な
施
肥
を
行
え
ば
農
家
は
化
学
肥
料

の
使
用
量
を
二
〇
〜
三
〇
％
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
試
算
結
果
も

あ
り
、
併
せ
て
化
学
肥
料
価
格
の
上
昇

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
農
家
の

生
産
コ
ス
ト
を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
政
策
変
化
の
も
う
ひ

と
つ
の
要
因
が
農
業
汚
染
問
題
の
深
刻

化
で
あ
る
。
化
学
肥
料
の
過
剰
投
入
が

閉
鎖
性
水
系
の
富
栄
養
化
の
主
な
原
因

で
あ
る
た
め
、
政
策
立
案
者
は
技
術
の

改
善
に
よ
っ
て
施
肥
に
関
す
る
問
題
を

解
決
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る

（
参
考
文
献
③
）。

　
「
測
土
配
方
工
程
」
は
以
下
の
よ
う

な
成
果
を
あ
げ
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

第
一
に
、
農
家
の
施
肥
に
関
す
る
意
識

を
変
化
さ
せ
た
。
全
国
農
業
技
術
普
及

サ
ー
ビ
ス
部
門
が
内
蒙
古
、
吉
林
、
江

蘇
、
湖
南
、
遼
寧
の
五
省
・
自
治
区
に

お
い
て
一
三
九
戸
の
農
家
を
対
象
に

行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
モ
デ
ル
地
区

内
の
七
七
％
の
農
家
が
「
測
土
配
方
工

程
」
に
つ
い
て
理
解
し
、
四
割
の
農
家

が
自
分
の
農
地
で
不
足
し
て
い
る
養
分

は
何
か
を
理
解
し
、
二
五
％
の
農
家
が

正
確
な
施
肥
の
方
法
を
習
得
し
、
六

一
％
の
農
家
が
非
合
理
的
な
施
肥
を
行

う
事
で
肥
料
の
浪
費
と
環
境
汚
染
を
引

き
起
こ
す
こ
と
を
認
識
し
た
。
多
く
の

農
家
は
「
肥
料
は
た
く
さ
ん
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
良
い
」、「（
作
物
に
は
）
た
だ

せ
っ
せ
と
肥
料
と
水
を
や
っ
て
い
れ
ば

よ
い
、（
農
業
技
術
を
）
人
に
教
え
て

も
ら
う
必
要
は
な
い
（『
糞
大
水
勤
、

不
用
問
人
』
と
い
う
諺
）」
と
い
っ
た

伝
統
的
な
観
念
を
改
め
た
。

　

第
二
に
、
施
肥
量
を
減
少
さ
せ
た
。

二
〇
〇
五
年
の
「
測
土
配
方
工
程
」
モ

デ
ル
地
区
の
施
肥
実
施
面
積
は
三
二
〇

〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
う
ち
農
家
が
使

用
し
た
配
合
肥
料
は
二
〇
〇
万
ト
ン

（
純
量
）
で
、
大
多
数
の
農
家
は
技
術

指
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
施
肥
を
行
っ

た
た
め
二
四
〇
万
ト
ン
の
肥
料
を
節
約

で
き
た
（
実
物
量
）。
第
三
に
、
増
収

お
よ
び
コ
ス
ト
節
約
が
達
成
さ
れ
た
。

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
節
約
額
は
三
七

五
元
以
上
、
二
〇
〇
五
年
に
節
約
し
た

コ
ス
ト
の
合
計
は
一
二
〇
億
元
以
上
に

達
し
た
。
第
四
に
、
地
力
が
改
善
さ
れ

た
。
合
理
的
な
施
肥
、
有
機
肥
料
の
使

用
に
よ
り
地
力
が
改
善
さ
れ
た
。湖
南
、

湖
北
、
江
西
、
安
徽
省
で
は
麦
・
稲
ワ

ラ
の
鋤
込
み
と
緑
肥
の
植
え
付
け
に

よ
っ
て
土
壌
中
の
カ
リ
ウ
ム
不
足
と
有

機
質
の
低
下
問
題
が
解
消
さ
れ
た
。

⑶�「
農
村
清
潔
工
程
」―
新
農
村
建
設
に

む
け
て

　
「
農
村
清
潔
工
程
」
は
二
〇
〇
五
年

に
始
ま
っ
た
。
そ
の
趣
旨
は
循
環
経
済

表2　農業面源汚染の防止に関わる主要な政策的措置
政策の名称 「沃土工程」 「測土配方施肥工程」 「農村清潔工程」

目標 地力の向上 バランスの取れた施肥の実施 農村環境の改善、循環型経済の構築

内容
低〜中生産性の農地における地
力改善、土壌診断のネットワー
ク、体制構築

土壌診断の実施、肥料成分の
適切な配合、肥料の提供、施
肥技術の指導

循環型経済の構築、資源節約型・環境
保全型新農村の建設に関わる諸政策

具体的な
政策的措置

「財政専項資金」（用途を指定し
た補助金）、「土壌有機質提昇補
貼」モデル地区建設、技術普及

「財政専項資金」、土壌診断、
研修、施肥指導の無償実施、
効果の評価および技術開発

「財政専項資金」、農業廃棄物の総合利
用やメタンガス発酵等の農村バイオマ
スエネルギー再利用のための補助金、
モデル地区建設

期待される
効果

農業廃棄物の再利用、循環的利
用の促進、土壌の有機成分比率
向上、肥料投入量の低減とコス
ト削減、面源汚染の減少

肥料の利用効率向上、面源汚
染の減少

農業廃棄物の再利用率向上、生活排水
等による農村面源汚染の減少、農村の
居住環境の改善、就業機会の提供

（出所）筆者作成。
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の
発
展
、
居
住
環
境
お
よ
び
自
然
環
境

の
改
善
、
持
続
的
な
発
展
と
新
農
村
建

設
の
推
進
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
ま
で

に
全
国
で
一
〇
〇
〇
以
上
の
モ
デ
ル
村

が
作
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
農
業
面
源
汚
染
の
防
止
お

よ
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
農
業

廃
棄
物
の
緩
衝
池
、
環
境
に
配
慮
し
た

水
路
、
生
活
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
等
の

設
置
に
よ
り
、
農
村
の
廃
棄
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
排
出

量
を
減
少
さ
せ
、
面
源
汚
染
を
防
ぐ
。

あ
る
モ
デ
ル
地
区
で
は
農
薬
使
用
量
は

三
割
以
上
減
少
し
、
農
業
廃
棄
物
の
利

用
率
は
九
割
以
上
、
生
活
排
水
の
処
理

率
お
よ
び
農
業
資
材
の
包
装
資
材
の
回

収
率
は
一
〇
〇
％
に
達
し
た
。

　

第
二
に
、
農
家
の
就
業
機
会
を
増
加

さ
せ
内
需
を
刺
激
し
た
。ク
リ
ー
ナ
ー
・

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
や
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
用
施
設
建
設
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
等
の
建
材
需
要
が
増
加
し
、
関
連
産

業
が
発
達
し
た
。
ま
た
、「
農
村
工
程

清
潔
工
程
」
に
お
け
る
投
資
額
の
半
分

以
上
は
農
家
自
身
に
よ
る
投
資
で
あ

り
、
財
政
投
資
が
農
家
の
投
資
を
刺
激

し
、
農
村
の
消
費
市
場
の
成
長
へ
と
つ

な
が
っ
た
。

　

第
三
に
農
家
の
生
産
・
生
活
環
境
を

改
善
し
、「
新
農
村
」建
設
に
貢
献
し
た
。

雨
水
と
下
水
を
分
離
す
る
設
備
、水
道
、

調
理
設
備
、
ト
イ
レ
、
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
農
村
の
住
宅
管
理
事
務
所
設

立
に
よ
っ
て
、
以
前
の
よ
う
な
排
水
が

溢
れ
、
ハ
エ
が
多
く
、
ゴ
ミ
が
と
こ
ろ

構
わ
ず
散
ら
ば
っ
て
い
る
農
村
の
環
境

を
改
善
し
、
農
家
の
生
活
様
式
を
変
化

さ
せ
た
。

四
．
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
近
年

中
国
の
循
環
経
済
に
関
す
る
政
策
は
農

業
分
野
に
お
い
て
も
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
は
更
な
る
改
善
が
望
ま
れ

る
。

　

ま
ず
、
現
行
の
政
策
の
効
果
を
評
価

す
る
デ
ー
タ
が
乏
し
い
た
め
、
政
策
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
透
明
性
を
さ
ら

に
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
現
行
の

政
策
は
全
て
中
央
政
府
か
ら
各
種
事
業

を
通
じ
て
上
意
下
達
で
推
し
進
め
ら
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
如
何
に
補
助
事

業
の
資
金
運
用
効
率
を
高
め
、
地
方
政

府
、
企
業
、
社
会
と
農
家
の
積
極
的
な

参
加
を
促
す
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
更

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
第
三
に
、

現
行
の
補
助
政
策
は
農
家
の
自
己
資
金

の
持
ち
出
し
に
よ
り
初
め
て
参
加
が
可

能
と
な
る
た
め
、
貧
し
い
農
家
が
排
除

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。第
四
に
、

現
行
の
政
策
は
農
業
分
野
に
対
す
る
政

府
の
財
政
支
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う

形
式
で
行
わ
れ
て
お
り
、レ
ン
ト
・
シ
ー

キ
ン
グ
が
横
行
す
る
余
地
が
あ
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
方
法
、
腐
敗
の
防

止
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

（Q
IU

�Jun

／
中
国
農
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科
学
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農
業
経
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与
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研
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